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１．はじめに 
SOAP、WSDL、UDDI は、Web サービスの世界で注目

されている XML ベースの技術である。本実験では、昨年

の研究 「XML を利用した遠隔地からの家庭用機器の操作

方式」[1] で考案されたシステム構成や通信方法を、汎用

性の高いこれらの Web サービス技術で置き換え、このよう

な分野への Web サービス技術の適用の有効性を検証する

ものである。 
 

２．システム概要 
情報端末(クライアント)から情報家電機器を遠隔操作す

る。クライアントは、レジストリサーバから、遠隔地の情

報家電の操作方法(インタフェース）や、情報家電のアドレ

ス情報を取得し、リモート操作する。例えば、ビデオデッ

キならば、録画予約を行ったり、エアコンならば、部屋の

温度を調節したりする事が出来るようになる。図１参照。 

 
図１ システム概要 

 

なお、本実験では情報家電機器はパソコン上でシミュレ

ートした。 
 

３．研究課題 
① Web サービス技術を用いて情報家電機器を遠隔操作す

るための仕組みの考案 
② ユーザインタフェース自動生成のための WSDL の拡張

（ユーザインタフェース記述言語の考案） 
 

４．実現方法 
（１）WSDL を用いたサービス操作方法の記述 

WSDL を用いて、情報家電機器へのアクセス方法、すな

わちインタフェースを記述した。例としてビデオサービス

について記述したものを図２に示す。 
 

（２）ユーザインタフェースの自動生成 
クライアントが、WSDL を解析する事によって、自動的

に各情報家電機器用の操作用ユーザインタフェースを生成

することができるようにした。 
WSDL は、ネットワークを介したサービスのインタフェ

ースを記述する言語であって、各々のネットワークを介し

た操作について、利用者にその操作が何をするための操作

なのかという情報を与える事ができない。これを解決する

ため、XML ベースの自作ユーザインタフェース記述言語を

考案し、その言語によるユーザインタフェース記述を、

WSDL で許された拡張領域に挿入するようにした。これに

より、情報家電機器をリモート操作できるクライアントを 

 
図 2 サービスのインタフェースを 

記述した WSDL 
 

 
図 3 ユーザインタフェース 

記述言語による記述例 
 

 
図 4 ユーザインタフェース記述言語 

から自動生成した操作画面例
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実現した。クライアントは、ユーザインタフェース記述を

解析し、自動的にユーザインタフェースを生成する。ユー

ザインタフェースの記述例を図３に、図３から自動生成し

た操作画面を図４に示す。 
 
（３）SOAP を用いた通信 

クライアントと情報家電機器の通信には、SOAP
を用いた。通信に SOAP を用いる事で、情報家電機

器側の実装がどのような言語でどのようになされて

いても、問題なく通信を行う事が可能になった。 
図 5 は、家電サービスに送られる SOAP メッセー

ジの例である。呼び出すメソッド名は、_startRecord
で引数は、3 である。 

 

 
図 5 家電サービスに送られる SOAP メッセージの例 

 
（４）情報家電シミュレーションサーバ 
今回の実験では、情報家電サーバをパソコン上でシ

ミュレートして実現した。サーバには Apache SOAP
サーバと、仮想情報家電サービスを用意し、クライア

ントの要求である SOAP メッセージを Apache 
SOAP サーバが受け取り、仮想情報家電サービスを

操作するようにした。全体のシステム構成は、図６の

ようになる。 
仮想家電サービスの画面例（リモート側）を図７に

示す。 
 
５．考察 
本実験では、シミュレーションによるテストとして

ではあるが、Web サービス技術を用いて、情報家電

機器を操作する事が出来た。 
昨年の研究との最大の違いは、SOAP を通信プロ

トコルに採用する事で、クライアント、サーバ共に、

高い汎用性を得ることができた事である。SOAP に

準拠している限り、クライアント、サーバのどちらか

の実装が変更されたとしても、通信が正確に行われる

事が約束される。 

 
図６ システム構成 

 

 
 

図７ 仮想家電サービスの画面例（リモート側） 
 

今回の実験により、実際に世の中に外部アクセスの

インタフェースとして、SOAP メッセージ生成、解析

機能をもった情報家電が登場した場合、問題なく利用

する事が可能でることを確認できた。 
 

６．今後の課題 
・セキュリティの考慮 

今回の実験では、セキュリティの問題をまったく考

慮していない。情報家電に割り振られた ID さえ分か

ってしまえば、パスワードすらなしに、これらを誰で

も操作できてしまうという問題がある。 
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